
ト
の
在
り
方
を
、本
人・家
族
と
支
援
者
が

確
認
す
る
た
め
の
準
備
会
を
開
催
。そ
の

後
、当
事
者
自
身
に
よ
る
立
ち
上
げ
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、企
画
会
議
を
通
じ
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
。生
活
を〝
目
で
見
て
耳

で
聞
い
て
、肌
で
感
じ
る
〞た
め
に
、メ
ン

バ
ー
が
生
活
す
る
地
域
に
出
向
い
て
暮
ら

し
ぶ
り
を
紹
介
し
合
う
機
会
も
設
け
た
。

　
企
画
会
議
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
か

ら
の
生
活
に
つ
い
て
、メ
ン
バ
ー
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
語
ら
れ
た
。

　「
パ
ー
ト
ナ
ー
と『
後
ろ
を
振
り
返
ら
ず

に
、前
を
向
い
て
歩
こ
う
！
』と
約
束
し
た

ん
だ
。病
気
に
負
け
ず
に
、毎
日
を
楽
し

み
た
い
」「
認
知
症
で
も
、何
か
で
き
る
。卑

下
せ
ず
に
、私
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　「
本
当
に
必
要
な
支
援
は
、本
人
に
聞

か
な
い
と
分
か
ら
な
い
」

 

こ
れ
は
、平
成
26
年
11
月
に
本
会
が
開

催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、若
年
性
認
知
症

の
本
人
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
だ
。こ
の

言
葉
に
共
感
し
た
参
加
者
に
よ
り
、本
人

グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
動
き

が
本
県
で
始
ま
っ
た
。

　
県
社
協
で
は
、平
成
25
年
か
ら「
ひ
ょ

う
ご
若
年
性
認
知
症
生
活
支
援
相
談
セ

ン
タ
ー
」を
運
営
し
、電
話
相
談
や
支
援

者
向
け
の
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。県
内
各
地
で
は
こ
れ
ま
で
も
認

知
症
の
本
人・家
族
の
交
流
会
や
サ
ロ
ン

等
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、若
年
性
認
知

症
に
特
有
の
課
題
や
現
に
体
験
し
て
い

る
本
人
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
こ
と
を
発

信
し
、必
要
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発・改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通
じ
て
出

会
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、県
域
全
体
に

グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
を
呼
び
掛
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
27
年
9
月
に
は
、当
事
者
が
集

ま
っ
て
活
動
す
る
こ
と
の
意
味
や
サ
ポ
ー

い
」「
当
事
者
と
し
て
講
演
を
し
た
と
き
に
、

友
人
が
た
く
さ
ん
声
を
掛
け
て
く
れ
て

嬉
し
か
っ
た
」

　
12
月
21
日
に
は
会
と
し
て
正
式
に
発
足
。

企
画
会
議
で
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
声
や

体
験
は
、「
現
在
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
や
こ

れ
か
ら
経
験
す
る
人
に
も
役
立
つ
は
ず
」

と
冊
子
に
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。発

行
に
際
し
、会
の
名
称
も「
若
年
性
認
知
症

と
と
も
に
歩
む
ひ
ょ
う
ご
の
会
」と
決
定

し
た
。今
後
も
同
会
で
は
、当
事
者
の
声
や

見
え
て
き
た
課
題
を
広
く
問
い
か
け
て
い

き
な
が
ら
、社
会
の
在
り
方
を
見
つ
め
直

す
機
会
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

県
域
で
の
本
人
グ
ル
ー
プ
の

立
ち
上
げ
を

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　65歳未満で発症する「若年性認知症」は、仕事や
家事、子育てのキーパーソンとなる世代に発症する
ものなので、家族の生活への影響が大きいんだけど、
まだまだ社会の理解と支援は十分じゃないそうだ
よ。このたび兵庫県では、若年性認知症のご本人た
ちによるグループが新たに立ち上がったんだって！

取材を終えて
　冊子タイトル「いまを生きる　いまを歩く」のとお
り、認知症になった“いま”をより良く生きるために、若
年性認知症のご本人が自分たちで行動を始めていま
す。認知症の人が暮らしやすい社会は、誰にとっても
暮らしやすい社会となるのではないでしょうか。

当事者だからこそ
発信できること
～「若年性認知症とともに歩むひょうごの会」の取り組み～

若年性認知症とともに歩むひょうごの会
（事務局：ひょうご若年性認知症

生活支援相談センター）
TEL 078-242-0601

メ
ン
バ
ー
の
声
を
冊
子
で
発
信

設立に向けて話し合いを重ねた企画会議

会の冊子は
本会のホームページでも
掲載予定！

　高齢化率50％を超えた栄町自治会では、地区内で
高齢者が体調不良により緊急搬送される事例が近年
立て続けに発生した。これまでは早期な対応で事なき
を得てきたが、深刻な事態になってから異変に気付く
のでは遅いと、住民の中でも危機感が高まった。そこ
で、社協では、マップづくりの支援を通じて地域で気に
なっている人の情報を共有し、見守り活動に取り組め
るようアドバイスを続けてきた。
　その結果、12月には社協が作成したカレンダーを福
祉委員らが地域の気になる方へ配布する活動をス
タート。ただ配るだけでなく、訪問した際に困っている
ことや何かできることはないかなどを聴き取り、その
内容を基に自分たちの地域でできる支え合いの在り
方を考え始めた。
　社協では、栄町自治会のようにそれぞれの地域の実
情に合わせた見守り活動に取り組めるよう、これから
も学習の機会づ
くりや住民同士
の話し合いの場
づくりに力を入
れていく。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

相生市社会福祉協議会
☎0791-23-2666
相生市社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

マップづくりから一歩進んだ見守り活動へ
　近年、困ったときにご近所でお互いが助け合える関
係を持つことが難しくなっている。このため社協では、
平成27年度より自治会域の社協支部ごとで福祉活動
に関わっている福祉委員や民生委員等と、地域で気に
なっている人の情報の共有ができる「支え合いマップ」
づくりの支援を始めた。
　まずは、支え合いマップを作成する意義や作成方法
を学べるよう、10月に全支部を集めた研修会を開催。
その後支部を順次回って、地域での支え合いや見守り
活動の重要性を伝えるとともに、各地域の実情をヒア
リングしていった。
　丁寧な地域への働きかけを通して、「体調が悪くなっ
てから、地域の集まりに顔を見せなくなった人がいる」
など、社協が住民の抱える課題や地域の実情を把握で
きただけでなく、住民自らが支え合いの難しさと大切さ
に気付く機会にもなった。

　支え合いマップづくりの場が、地域
の中でつながりの弱い人が誰かを住
民同士で共有する機会になっていま
した。住民が見守りの大切さに気付
き自ら行動を起こせるよう、地域の状
況に合わせた丁寧なサポートが欠か
せないと感じました。

　全ての市町に設置されている社会福祉協議会は、住民一人一人の
善意と誠意で結ばれた福祉パワーを源泉に、地域の課題解決に取り
組んできました。ところが、変容著しい今日の地域社会では、従来の福
祉課題だけでなく、さまざまな生活課題を含めた対応に迫られていま
す。「福祉」とは、快適で満たされた生活状態を指すといわれますが、
そのような状態がさまざまな課題により阻害された際に必要な支援
を行うため、地域社会と社協が担う役割はますます大きいものとなっ
ています。頑張ろう、社協！

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 相生市社会福祉協議会　会長　谷 勝雄

日頃からのご近所付き合いを目指して

　相生市社協では、第3次地域福祉推進計画において「思いやり　支え合い　笑顔で暮らせる　あいおい」を総合
目標に掲げている。誰もが安心して暮らせるよう、住民の福祉に対する意識を高め、住民間で考え、助け合える関係
づくりと専門職も関わるネットワークづくりを目指し、「支え合いマップづくり」と「見守り活動」に力を入れている。

地域で見守り合える関係づくりを目指した
“支え合いマップ”づくり

マップのつくり
方のポイントを
学ぶ研修 実際にマップを作

成し、人のつながり
を“見える化”

2016 April9 2016 April 8


